
令和５年度のスタートにあたって

「おれたちならできる。」

加須市立騎西小学校

校 長 大 勝 進

保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級、誠におめでとうございます。３月

に６年生５０名が本校を巣立ち、４月に１年生２７名を迎えました。全校児童

２１９名、教職員２３名の新しい組織で、令和５年度の騎西小学校の教育活動

が始まりました。わたしは、令和５年度３年目を迎えました。どうぞよろしく

お願いいたします。

令和５年度は、目指す学校像を次のように設定しました。

「子どもの学びと成長を支え、地域とともに歩む学校」

地域の宝である子どもたち、これから変化の激しい社会を生き抜かなければ

ならない子どもたちに、どんな力が必要なのか、改めて学校教育の在り方を見

直しました。そして、以下の学校教育目標（目指す子ども像）を実現するため

に、家庭や地域の皆様のお力を

かりながら、教職員一丸となっ

て教育活動に取り組んでまいり

ます。今年度もどうぞよろしく

お願いいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響で失ったものは数多くあります。しかし、

学校の教育活動を改めて見直す、というプラス面もありました。子どもたちの

健やかな成長、学力向上のために学校教育活動を充実させていきます。

３月の卒業式において、卒業生に、映画「THE FIRST SLAM DUNK」に出てく

る一人の選手のセリフ「おれたちならできる。」のお話をしました。一人一人

の力はそれほど大きくないけれど、仲間とチームで戦えばきっと成し遂げられ

る、こんなに練習したんだから必ず目標を達成できる、絶対に勝って次のステ

ージに行こう、チームをまとめる力強い一言ですね、とお話しました。

わたしたち教職員一同、子どもたちとともに「チームで成長し続ける騎西小

学校」を目標として新年度をスタートしようと考えています。

学校教育目標
「進んで学ぶ子

思いやりのある子
明るく元気な子」
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